








要約:小児の慢性腎疾患の保護者が、療養中に抱える心理面の問題につき検討した。腎臓

病のこどもを持つ親は、不安、焦り、イラダチ、再発の不安、副作用の心配、病気の予後、

こどもの将来などいくつかの心理面の問題を抱えながらこどもの世話にあたっており、こ

うした心理的問題は、病期や病態により変化した。こどもの病気は、親子間や両親間、兄

弟間の関係など家族関係に種々の影響を及ぼすことがあり、また、こどもの友人関係にも

変化を来すことがあった。保護者が抱える不安などの心理面の問題およびその背景を正し

く理解し、患児のみならず親に対しても心身両面につき適切な支援を行うことが、疾病の

治療上からも必須と考えられた。


